











奇しくも、2017 年はオペラ創成の立役者の 1 人、クラウディオ・モンテヴェルディの生誕 450
年にあたり、世界各地でそれを記念するイベントや演奏会が数多く催された。当研究所におい
ても、2017 年度 12 月研究例会（第 167 回オペラ研究会）にて「<モンテヴェルディ生誕 450 年
記念シンポジウム> モンテヴェルディのオペラから広がるバロック・オペラの世界」が開催さ
れた。本特集は、そこでおこなわれた研究発表および演奏者へのインタビューを起点として編
まれたもので、創刊号という性格上、公募ではなく全て編集委員会からの依頼によるものであ
る。 
大崎氏の論文は、オペラ史上最も早い時期に実在する人物が題材に取り上げられた、モンテ
ヴェルディのオペラ《ポッペーアの戴冠》における作品の道徳上の解釈の問題を、その台本を
執筆した台本作家ブゼネッロの思想の形成過程から掘り起こしたものである。さらに当時の演
劇論やヴェネツィア共和国の社会背景を参照した上で、「地上の生を享受する」というブゼネッ
ロの願いが結晶化したものであると結論づけている。 
中村氏の論文は、1723 年に上演されたフランス音楽劇《ギリシャとローマの祭》が、当時繰
り返し再演された人気作であったという事実と、現在では「バレ・エロイク（英雄バレ）」の創
始作品であるという一言で片づけられてしまっているという現実との乖離に着目し、その理由
を初版リブレットの諸言から読み解いている。そこでは「歴史的題材を扱う」という新機軸へ
の反発に対する入念なる弁明が含まれていることが明らかにされた。 
ここまでで、「実在する人物」「歴史的題材」とキーワードが出てきたが、「古代ローマ史」と
いった歴史的題材を扱ったオペラがどのように各地域で発展したかについて、初演のデータを
分析することによって真正面から取り組んだのが、萩原氏の研究ノートである。その結果、古
代ローマ皇帝をめぐる物語がヨーロッパ各国でひとつのオペラ題材として定着する過程が可視
化された。 
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古代ローマ皇帝を題材とするオペラがイタリア以外の各国にどのように広がり、創作されて
いったかを探るケース・スタディの１つは、18 世紀半ばのロシアを舞台とした森本氏の研究ノ
ートにみることができる。ここでは、エリザヴェータ女帝時代には、歴史上実在した英雄が題
材に選ばれることが他の時代と比べて際立って多く、それが女帝の権威づけのためにおこなわ
れたのではないかと示唆されている。 
シンポジウムでは研究発表とともに、その中で言及されたオペラ（一部）の実演も併せてお
こなわれた。その出演歌手である黒田大介氏（テノール）、末吉朋子氏（ソプラノ）に、リハー
サルと本番との間の空き時間を利用してインタビューがおこなわれた。こちらは大野氏と岩佐
氏によって取り纏められ、特別寄稿として掲載した。 
さてそろそろ開演の時間が迫ってまいりました。モンテヴェルディから広がるバロック・オ
ペラの世界、どうぞお楽しみください。 
 
 
（オペラ／音楽劇研究所雑誌編集委員会まとめ役：大河内文恵） 
  
